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　　「は じめ に 」 バ ル プ ロ 酸 （以 下 VPA ） が 脳 内 で GAB

A を増加 させ，種々 の ホ ル モ ン に影響 を与 え る こ とが 知 ら

れ て い るが，そ の 詳細な検討 は な されて い な い。今回我々

は，VPA お よ び フ ェ ノ バ ル ビ タ
ール （以 下 PB ）単剤治

療中の て ん かん 患児 に っ い て ，血漿ACTH 及 び血清 コ ル

チ ゾール の 測定を 行 い
，

バ ル プ ロ 酸が 視床下部
一

下垂体
一

副 腎 系 に 及 ぼ す 影響 に つ い て 検 討 し，若 干 の 知 見 を得 た の

で 報告す る。

　 「対象 」 当科で 抗 け い れん 剤単剤 で 治療中の て ん か ん 患

児 41例，男26例，女15例を 対象とした。発作型 は大発作19

例，複合型熱 性 け い れ ん 6例 ， 純粋小発 作 5 例，そ の 他 11

例 で，対照 に は正 常小児 6例 を用 い た。この うちVPA 単剤投

与群 が 20例，PB 単 斉1亅投 写群 が21例 で あ っ た。 年齢 は VPA

群 10．3 士 4．3歳，PB 群 8．0 ± 3．6歳，正常群 8，5士 4．9歳で あ

り ， 投与期間 は VPA 群52士 32か 月 ，
　 PB 群37 土 34か 月 で

あ っ た。

　 「方法 」 午前 9 時 か ら10時の 閤に 採血 し，血漿 ACTH

を RIA2 抗体法，血清 コ ル チ ゾール を RIA 個相法で 測

定 し，同 時 に VPA 及 び PB の 血 中 濃 度 も測 定 した 。

　 「結果」 ACTH は VPA 群 16．3 ± 8．5pg ／ ml ．　PBge

22．5 」・11，3pg ／ ml ，対照 群 32．0 ± 10．9pg ／ ml で あ り，

VPA 群 は対 照 群 に 比 較 して 有 意 に 低 値 （P 〈 0．Ol）を示

した 。
コ ル チ ゾー

ル は，VPA 群 11．2 土 3，7μ g ／dl，PB

群 10．6 土 5．0 μ g／dl，対照 群 7，5 ± 4．3 μ g／d1で あり，

3 群間で 有意 差 が 認 め られ な か っ た。ACTH お よ び コ ル

チ ゾー
ル 値とVPA また は PB の 投与量，投与期間，血中

濃度 及 び体重 当りの 投与量 との 間 に は相関 は 認 め られなか

っ た 。

　 「結論」 VPA 投与群 で は血漿ACTH が正 常群 に比 較

して 有意 に 低 値 を示 した。こ の こ と は，VPA が GABA

を介 して ACTH を低下させ るとい う動物実験 の 成績を支

持す る もの で あ っ た 。

一方， 血清 コ ル チ ゾール が 3群間で

有意 差 を示 さな か っ た こ と から，上記の ACTH の 低下 は

副腎皮質機能 に 影響を及 ぼ して い な い と考え られ た 。

　 て ん か ん 患者 の 全 体鰾を 把 握 しJ 個 々 人 の 問題点を 知 る

こ とは，てん か ん 治療の 上 に 重要な事 で あ る。今 回我 々 は

て んか ん 患者の 生 の 声を 聞 く目的 で，独 自の ア ン ケ
ー

トを

作成 ・実施 し診療録 と比較検討を加えた の で 報 告す る 。

〈対 象と方法 〉横浜市 立大 学 精神 科て ん か ん 外来通 院 患者

の うち診察時協力の 得 られ た もの を対象 と し，無記 名 ・項

目選択に よ る ア ソ ケ
ー

ト調査を別室 で 行 っ た 。

〈結果 〉治療者側か ら み た 対象者 の 内訳 は，228 名（男 114

名，女 114 名 ），年齢は 10 歳〜78歳 （平 均年 齢 38．0± 13．5

歳），て んか ん 分類 で は原発全般 て ん か ん 56 名，部分 て ん

かん 156名，その 他 16名， 発作頻度は，週
一

回 以上 発作が

ある 20 名，月
一

回 以上 41 名， 年
一

回 以上 44名，1〜3年に
一

回以 上 45 名，3 年 以 上 ない もの 78名，服 薬が 規則的 170 名，

不 規則なもの 51 名，不 明 7 名 であ る。

　 ア ソ ケ ー
トに よ る結果は，発作が まだ 頻囘 であ る 20名，

時 々 み る 79 名，完全抑制 ll5 名，その 他 14 名 で あ っ た 。 発

作に 対す る不 安度 との 関係で は ，常 に 発 作に 不 安を もつ も

の の 割合は 頻回 （45％ ）時 々 （10％ ）完全抑制（3％）で あっ

た 。 服薬態度との 関係 で は，積極 的に 服薬 して い るの は 頻

回 （75％）時 々 （56％）抑制（57 ％ ）で ，薬に 強い 抵抗を示 し

た 者は ，頻回 （5％ ），時 々 （13％），抑 制 （13 ％ ）で あ っ た 。

コ ン ブ ライ ア ン ス 良好例は 頻回 （85％），時 々 （61％），抑

制 （55 ％ ）で あ っ た 。 結婚して い たの は 85名で 発作頻回 4

名，時 々 35 名，抑制 46 名で あ っ た。職 に 就い てい たの は 109

名で ，頻回 4 名，時 々 44 名，抑制 61 名で あっ たb 職場に 病 気

を秘密に して い たの は 40名，差別を受けた もの は 5名認め た 。

子供を有す る 例の うち ， 遺伝を心配 した のは，コ ン ブ ライ ア ン

ス 良好 例 で 93％，不 良例 で 63％であ っ た ， 検査 に 不満 を抱

い て い たの は ，頻 回 （25％ ），時 々 （46％ ），抑制 （31％ ）で あ

っ た。運 転免許所持者は 55名で，現在運転 してい るのは 28名

発作を時 々 み る例 も 10 名（36％）認め た 。 事故 を起 こ した

の は 19 名に み られ た が，発 作 と関連 した 事 故 は 1例 に すぎな

か っ た 。 こ れ らの 結果を詳細に 検討を加える とともに ，当

院て んか ん 外 来に 対す る患者 の 要望に つ い て も報告する。
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